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消火器の技術上の規格を定める省令（昭和39年９月17日自治省令第27号）

 Ａ火災に対する能力単位の測定
第１模型及び第２模型を下図のように並べ、完全に消火された模型の数に応じて能力単位が決まる。
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消火器の技術上の規格を定める省令（昭和39年９月17日自治省令第27号）

 Ｂ火災に対する能力単位の測定
①完全に消火できる模型の大きさを確認する。
②完全に消火できる模型の番号の数値に１／２以下であるものを２個以上５個以下用いる。
①及び②で完全に消火した模型の番号の数値の合計に応じて能力単位が決まる。
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泡消火薬剤の技術上の規格を定める省令（昭和50年12月９日自治省令第26号）

別図３ Ｂ火災模型（低発泡用）

320Ｌの水及び200Ｌのガソリン
水性膜泡消火薬剤の場合
 ５分間の泡供給後、５分以内に消火する
こと。

 炎を近づけても15分間再燃しないこと。
（密封性試験）

 発泡後15分後に油面を露出させ、再点火
した場合の燃焼拡大面積が900㎠以下で
あること。（耐火性）

128Ｌの水及び80Ｌのガソリン
 ２分３０秒間の泡供給時後、３分以内に消火すること。

 ５分間の泡供給後において、残炎が認められず、かつ
発泡終了後１０分以内に再燃しないこと。

別図５ Ｂ火災模型（高発泡用）

別図６ Ａ火災模型（高発泡用）
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パッケージ型自動消火設備の設置及び維持に関する技術上の基準を定める件
（平成16年5月31日消防庁告示第13号）

別図１ パッケージⅠ型の消火試験におけるＡ模型及びＢ模型

 パッケージⅠ型の消火試験
Ａ模型及びＢ模型は、防護区域内の任意の場所にその模型の２／３以上が防護区域内になるように置く。
Ａ模型については、放射開始から３分後に炎が認められず、２０分以内に再燃しないこと。
Ｂ模型は放射終了後に後に点火し、燃焼中の天井面の温度が２０分間１７０℃を超えないこと。
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別図２ パッケージⅡ型の消火試験におけるＣ模型

別図３ Ｃ模型の位置

パッケージ型自動消火設備の設置及び維持に関する技術上の基準を定める件
（平成16年5月31日消防庁告示第13号）

模型全体にエタノール50mLを散布

 パッケージⅡ型の第一消火試験
厚さ４mmラワン合板を用いた壁体模型２個及び別図２のＣ模型を別
図３に示す位置に置く。

放出終了後１分後に残炎が認められず、かつ放出終了後２分間再燃
しないこと。
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パッケージ型自動消火設備の設置及び維持に関する技術上の基準を定める件
（平成16年5月31日消防庁告示第13号）

別図４ パッケージⅡ型の消火試験におけるＤ模型

別図５ Ｄ模型の位置

 パッケージⅡ型の第二消火試験
別図４のＣ模型を別図５に示す位置に置く。
放出終了後１分後に残炎が認められず、かつ放出終了後２分間
再燃しないこと。
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パッケージ型自動消火設備の設置及び維持に関する技術上の基準を定める件
（平成16年5月31日消防庁告示第13号）

別図６ パッケージⅡ型の火災拡大抑制試験に
おける試験室

 パッケージⅡ型における火災拡大抑制試験
別図６で示す試験室において、別図７でＥ模型及び別図８示す家具模
型２個を用い、厚さ６mmの不燃材料の上に置くこと。
Ｅ模型及び家具模型に点火し、30分間における以下の温度条件を満た
し、SPヘッドが作動しないこと。

（熱電対a、b）93℃を超えず、かつ２分間以上継続して315℃を超えない。
（熱電対c）93℃を超えず、かつ２分間以上継続して54℃を超えない。
（熱電対d）93℃を超えず、かつ２分間以上継続して260℃を超えない。

別図８ 家具模型

別図７ Ｅ模型
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特定駐車場泡消火設備の設置及び維持に関する技術上の基準
（平成26年3月28日消防庁告示令第５号）

 閉鎖型泡水溶液ヘッドの有効放射範囲の試
験における火災模型

縦１ｍ✕横２ｍの長方形のオイルパンに自
動車用ガソリン又はノルマルヘプタン６０
Ｌを入れ、かつ、オイルパンの上端から油
面までの高さが１４ｃｍとなるように水を
入れた火災模型とすること。

放射を開始して、１分30秒以内に消火する
こと。
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製造所等の泡消火設備の技術上の基準の細目を定める告示
（平成23年12月21日総務省告示令第559号）

 顧客に自ら給油等をさせる給油取扱所に設置されるパッケージ型固定泡消火設備の消火
性能を確認する試験方法

勾配が100分の１の床面上に泡放出口を設置する。
装置にガソリン20Lを入れ点火する。
点火20秒後に泡放出口から泡水溶液を１分間発泡させ、泡を表面に展開させる。
泡水溶液を泡放出口から発泡後、１分以内に消火した場合に消火性能が確認されたこととする。
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フォームヘッドの性能評定の基準（昭和55年７月10日）

 フォームヘッドの消火性能を確認する消火試験装置
２㎡のオイルパンに水60Ｌを入れ、その上に工業ガソリン３号を60Ｌ入れる。
ヘッドを４個正方形に配置し、予燃焼時間１分経過後、使用圧力範囲の下限値で１分
間放射したとき、消火すること。

消火試験装置

※消防法施行規則第18条第４項第14号により、泡放出口は消防庁長官の定める基準に適合したもので
あることとされている。現在は一般財団法人日本消防設備安全センターが性能評定を実施している。
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自動消火設備のあり方検討委員会（平成６年）

 Ａ－６段火災模型
倉庫及び書類等が蓄積される事務所
を除く、平均的な居室等の火災荷重
２５kgf/㎡として設定

最大発熱量は約500kWで軽級規模の
火災となる

 Ａ－１２段火災模型
Ａ－６段火災模型の約２倍の火災荷
重５０kgf/㎡として設定

最大発熱量は約1,500kWで中級規模
の火災となる

スプリンクラーヘッドの消火性能評価を行うために設定された火災模型
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